
　今年度は初の試みとして、小中高校等の理科教員を対象に「液体窒素を使った低温実験の
基礎」と題する講習会を 8 月に開催しました。これまでも先生方から液体窒素の利用希望
があると、液体窒素の提供や器材の貸出だけでなく、初めての方には散発的に保安教育を
行っています。これを組織的に実施ししようと、琉球大学が地域貢献活動として学術国際
部地域連携推進課で取りまとめている公開講座に応募し、今回は 11 名が受講されました
(中 4名、高7名)。内容は卒研生が主対象の保安教育とは味付けを変え、余談を交えながら
現象の原理に踏み込んで解説し、また出前講座で経験豊富な理学部教員により、子供向け
に人気のある実験の実技、コツの伝授もされました。理科の先生方にも満足していただけ
たようで、好評でした。
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